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日
本
国
際
政
治
学
会
編

「国
際
政
治
」
第
119
号

[国
際
的
行
為
主
体

の
再
検
討
」

(
一
九
九
八
年
十
月
)

開
発
援
助
を
通
し
た
N
G
O
の
途
上
国
政
府

へ
の
影
響
力

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
金
融

シ

ス
テ
ム
改
革
を
事
例
と
し

て

勝
　

間

　
靖

は

じ

め

に

国
際
関
係

に
お
け
る
行
為
主
体
と
し

て
N
G
O

(民
間
非

営
利
組
織
)
が
果
た

す
役
割

へ
の
関
心

が
高

ま

っ
て
か
ら
久
し

い
。
特

に
、
人
権
、
平
和
、
環
境
、

開
発
と

い

っ
た
分

野
に
お
け
る
地
球
的
課
題

に
取
り
組
む
N
G
O
は
、
量
的

お

よ
び
質
的
に
飛
躍
的

に
増
大

し
て
き

た
。

そ
れ

に
伴

い
、
個
々

の
事
例

研
究
も

既

に
数
多
く
報
告

さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

N
G
O
を
視

野
に
入
れ
た
国
際
関
係

論

の
構
築

が
必
要

と
さ
れ

る
訳
だ
が
、

そ
の
理
論
的
発

展
の
た
め
に
は
N
G
O

を
行
為
主
体

と
し
て
分
析
す

る
枠
組
み
が
不
可
欠

で
あ
ろ
う
。
本
稿

の
目
的

は
、

特

定

の
国

に
対
す

る
N
G
O
の

「
超
国
境
的
」
な
活
動
を
事
例

と
し
て
、
組
織

論

の
観
点

か
ら
そ
の
影
響
力
行
使

の
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

N
G
O

行
為
主
体
論

に
寄
与
す
る

こ
と

で
あ
る
。

本
稿

で
は
、

「
超
国
境
的
」

と

い
う

言
葉
を
、

「
政
府
―
政
府
」

の
経
路
を
介
さ
な
い
多
国
間

ま
た
は
二
国
間

に
わ

た
る
活
動
を
指
し

て
使

っ
て
い
る
。

国
境
を
超
え
た
活
動

に
限
定
し

て
着

目
す
る
と
、

N
G
O
の
活
動
領
域
を
二

つ
に
区
別

で
き
る
。

一
つ
は
、
国
際
会

議
や
国
際
的
合
意
形
成

の
過
程

に
対
し

て
N
G
O
が
影
響
力
を
行
使
す
る
場
合

で
あ
り
、

い
わ
ば
多
国
間
交
渉

の
場

に

お
け

る
活
動

で
あ
る
。
実
証
的
な
研
究

と
し
て
、
例

え
ば
、

一
九
七
四
年

の
世

界
食
糧
会
議
と

一
九
九
二
年

の
国
連

環
境
開
発
会
議

に
対
す

る
カ
ナ
ダ
と
英
国

の
N
G
O

に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
政
府
を
通

し
た
影
響
力
行
使
と

そ
の
限
界

に

つ

い
て
の
分
析
が
あ
る

。

も
う

一
つ
の
領
域

は
、

特
定

の

国
を
対
象
と
し
た
活
動

で
あ
る
。
例

え
ば
、

一
九

二
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に

か
け

て

ロ
ッ
ク

フ

ェ
ラ
ー
財
団

に
よ

っ
て
推
進

さ
れ

た
ブ

ラ
ジ

ル
と

メ
キ

シ
コ

の
医
学

お
よ
び
農
業

の
近
代
化

の
問
題

に

つ
い
て
の
実
証
的
な
研
究

が
あ

る

。

ま
た
、

人
権

の
分
野

に
お

い
て
は
、

ア
ル
ゼ

ン
チ

ン
と

メ

キ

シ
コ
に
対

す
る
、
国
内
外

の
N
G
O
を
中
心
と
し
た
国
際
的
な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

に
よ

る
人
権

擁

護

に
向

け

て
の
影
響

力

行
使

に

つ
い
て

の
分

析

が
あ

る

一
般
的

に
、

こ
う

い

っ
た
N
G
O

の
影
響
力

は
、

比
較
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的
に
社
会
的
多
元
性
が
見
ら
れ

る
先
進
国

に
お
い

て
顕
著

に
見

ら
れ
、
先
進
国

政
府
を
通

し
て
行
使
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る

本
稿
で
は
、
開
発

の
分
野

に
お

い
て
地
球
的
課
題

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

「
小
口
融
資

」

に
着
目
す

る
。

多
国
間
交
渉

の
領

域

で
は
、

N
G
O
の
主
導

に
よ
る

一
九
九
七
年

の

「小

口
融
資

サ
ミ

ッ
ト
」
開

催
が
象
徴
的

な
出
来
事

で
あ

っ
た
。
世
界
各
地
か
ら
二
千
人

も
の
政
治
家
、
援

助
機
関
担
当
者
、
現
地
実
施
機
関
担
当
者
、
N
G
O
実
務
者
、

研
究
者

を

ワ
シ

ン
ト
ン
D
C

に
集
め
、
「
二
〇
〇

五
年

ま

で
に
百
万
人

の
貧

困
層

(特

に
女
性
)

に
対
し

て
、
自
ら
事
業
を
起
す
た
め

に
必
要
な
小
口
融

資
を
供
与

す
る
」

と
い

う
地
球
規
模

の
運
動
が
宣
言

さ
れ

た
。
低
所
得
者

に
よ
る
零
細
企
業

を
対
象

と

し
た
金
融
機
関

の
重
要
性
を
開
発
課
題

の
前
面

に
押
し
出
し
た
と
い
う
点

で
評

価
さ
れ
る

べ
き
で
あ

ろ
う

(勝
間
、

一
九
九
八
年
)
。

こ
う
し
た
世
界
的

な
潮
流

の
中

で
、
本

稿

で

は
、
第

二

の
領

域

で
あ

る
、
特
定

の
国

を
対

象

と

し

た

N
G
O
の
超
国
境
的
な
活
動
を
分
析
対
象
と
し
、
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
で
の
金
融

シ

ス

テ
ム
改
革

を
事
例
と
し

て
取
り
上
げ

る
こ
と

に
す
る
。
こ
の
事
例

は
、
先
進
国

の
N
G
O
が
途
上
国
政
府

に
対
し

て
超
国
境
的

に
影
響
力
を
行
使

し
、
政
策

の

転
換
を
促
す

こ
と
が
で
き

た
点

で
注
目

さ
れ
る
。
そ

の
影
響
力

行
使

の
メ
カ

ニ

ズ

ム
を
分
析

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
際
関
係

に
お
け
る
N
G
O
行
為

主
体
論

に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き

る
と
思
わ
れ

る
。

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
金
融
機
関

は
長
ら
く
国
営
企
業
、
大
企
業
、
高
所
得
者
を
主

な
顧
客
と
し

て
き
た
た
め
、
多
く

の
零
細
企
業
や
低
所
得
者
は
貯
蓄

や
融
資

の

機
会
を
持
た
な
か

っ
た
。

こ
う
し

た
中

で
、
貧
困
層

の
自
助
努
力

に
よ
る
所
得

向
上
を
促
進
す
る
と

い
う
開
発
課
題

に
応

え
る
た
め
、
担
保
能
力

の
低

い
零
細

企
業
や
低
所
得
者

に
対
し

て
小

口
の
金
融

サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す

る
専
門

の
金
融

機
関

の
整
備
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
北
米

の
N
G
O
な
ど

の

努
力
も
あ
り
、
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
金
融

シ

ス
テ
ム
の
改
革

が
進
め

ら
れ
、

一
九
九

二
年

に
は
低
所
得
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
グ

ル
ー
プ

へ
無
担
保

で
貸
し
付
け

る
民

間
商
業
銀
行
が
世
界

で
初
め

て
登
場

し
た
ほ
か
、

一
九
九

五
年

に
は
大
統
領
令

に
よ

っ
て
金
融

シ
ス
テ
ム
の
改
革

が
行

わ
れ
、
零
細
企
業

へ
の
金
融

サ
ー
ビ
ス

の
提
供

を
目

的

と
し

た
新

し

い
形

態

の
金

融
機

関

で
あ

る
民

間
金

融
基

金

が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

(勝
間
、

一
九
九
六
年
)
。

こ
う

い

っ
た

一
連

の
改
革

を
進

め
る
上

で
大

き
な
役
割
を
担

っ
た

の
が

ア
ク

シ
オ
ン

と

い
う
米
国

の
N
G
O

で
あ
る
。

本
稿

で
は
、
組
織
論

の
観
点
か
ら
、

ア
ク
シ
オ

ン
を

N
G
O
行
為
主
体
と
し

て
位
置

付
け
た
上

で
、
そ

の
超
国
境
的

な
影
響
力

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
を
解
明
す
る
。
特

に
、

ア
ク
シ
オ

ン
内
部

の
組
織
文
化
、

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
国
内
組
織
と

の
経
済
的
関
係
、

他

の
国
際
開
発
組
織
と

の
経
済
的
関
係
、

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
国
内

の
政
策
環
境

に
配

慮
し
な
が
ら
、

い
か

に
し

て
米
国

の
N
G
O
で
あ

る
ア
ク
シ
オ
ン
が
ボ
リ
ヴ

ィ

ア
の
金
融

シ
ス
テ
ム

へ
影
響
力

を
行
使

で
き

た
の
か
を
実
証
的

に
分
析
す
る
。

一　

N

G

O

行
為

主

体

論

"
組

織

論

か

ら

の

ア
プ

ロ
ー

チ

行
為
主
体

に

つ
い
て
論

じ
る
上

で
、
最
近

の
組
織
論

に
お
け
る
議
論
が
参
考

に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
米
国
の
大
学

で
は
、
社
会
学

や
経
営
学

の

「
複
雑
組
織

論

」

や

「
組
織
行
動
論
」

と

い

っ
た
講
座

に
お
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い
て
学
際
的

な
組
織
論

の
研
究
が
活
気
を
帯
び

て
い
る
。
社
会
学

や
経
営
学

だ

け

で
な
く
、
政
治
学
、
経
済
学
、
法
学
、
人
類
学
な
ど

に
お
け
る
組
織

を
め
ぐ

る
理
論
を
整
理
し

よ
う
と
す

る
メ
タ
理
論

の
議
論
も
盛

ん
で
あ
る

。

こ
う

い

っ
た
組
織
論
を
参
考

に
す
る
と
、

行
為
主
体

を
研
究

す
る
上

で
三

つ
の
分
析

レ
ベ
ル
を
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、

組
織
内
部

に
お
け

る
意
思
決
定
を
分
析
対
象
と
す
る
ミ
ク

ロ

・
レ
ベ
ル
、
組
織

相

互
間
を
分
析
対
象
と
す
る
中
間

レ
ベ
ル
、
組
織

の
お
か
れ
た
環
境
を
分
析
対

象

と
す

る

マ
ク

ロ

・
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
従

っ
て
、
N
G
O
の
行
為
主
体
論

に
お

い

て
も
、

こ
の
三

つ
の
分
析

レ
ベ
ル
を
考
慮
す
る

こ
と
が
有
益

で
あ

ろ
う
。

更

に
、

そ
れ
ぞ
れ

の
分
析

レ
ベ
ル
に
お

い
て
、
行
為
主
体

の
行
動
を
規
律
す

る
原
理

の
違

い
か
ら
四

つ
の
視
角
を
区
別
す
る

こ
と
が
で
き

る
。

つ
ま
り
、
政

治
的

パ

ワ
ー
、
経
済
的
合
理
性
、
生

物
学
的
生
存
、
文
化
的
価
値
と

い
う
四

つ

の
シ

ス
テ
ム
観
を
想
定
す
る

こ
と
が

で
き
る
。
例

え
ば
、
国
家

の
権
力
闘
争
、

企
業

の
利
潤
追
及
、
組
織

の
自

己
保
存
、

N
G
O

の

「
人
類
益
」

(馬
場
、　

一

九

八
三
年
)
追
及
を
そ
れ
ぞ
れ

に
対
応

さ
せ
る

こ
と

が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、

政
治
的

パ
ワ
ー
以
外
の
行
動

原
理

で
あ
る

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
(文
化
的
価
値
)

に
よ

っ
て
国
家
や
地
域

が
動

か
さ
れ
る

こ
と
も
あ

る
し

(馬
場
、

一
九
八
○
年
)
、

文
化
的
価
値
以
外

の
行
動
原

理
で
あ
る
資
源
依
存

(政
治
的

パ
ワ
ー
)
に
よ

っ
て

N
G
O
が
動
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

四

つ
の
シ
ス
テ
ム
観

に
行
為
主
体

の
種
類
を
単
純

に

一
致

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

特

に
、
N
G
O
と

一
般
的

に
呼
ば

れ
て
い
る
組
織

に

つ
い
て
は
単

一
的

に
捉

え
る

こ
と
が
困
難

な

の
で
、
更

に
説
明

を
要
す

る
。
本
稿

で
は
開

発
分
野

の

N
G
O

に
限
定
す
る
が
、

そ
の
構
成
員
、
活
動
目
的
、
活
動
内
容

、
活
動
範
囲
、

組

織

構

造
、
財

政

基

盤

は

多

種

多

様

で
あ

る
。
従

っ

て
、
活

動

目

的

一
九

九

六

年

旧

一
九

九

七

年
)
、
活

動

内

容

、

組
織
構

造
お
よ
び
財
政
基

盤

な
ど

に
よ
る
様

々
な
類
型
化
が
試

み
ら
れ
て
き
た
が
、

最

近

で
は
、

そ
れ
ら
を
総
合
的

に
ま
と
め
る
試

み
も
あ
る

。

こ

れ
ら

の
議
論
を
総
合
的

に
検
討

す
る
紙
面

の
余
裕

は
な

い
の
で
、

こ
こ
で
は
本

稿

の
目
的

に
従

っ
て
選
択
的

に
N
G
O
を
指
す
用
語
を
借
用
す
る
。

ま
ず
、

N
G
O
を
、

草

の
根
組
織

と
草

の
根
支

援
組
織

G
R
S

O
)
に

二

分

す

る

必

要

が

あ

る

。
G
R
O

は
、
構
成

員
自
身

の
利
益

を
代

表
す

る
地
元

集
団

で

あ
る
。
住
民
組
織
、
潅
漑
組
合
、
信
用
組
合
な
ど
が

こ
れ

に
相
当
す
る
。

こ
れ

に
対

し
て
、

G
R
S
O
は
、

そ
の
構
成
員
自
身
が
所
属
す
る

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

以
外

に
お
け
る
G
R
O
の
活
動
を
支
援
す
る
地
域

レ
ベ
ル
、
国

レ
ベ

ル
、

ま
た

は
国
際

レ
ベ
ル
の
組
織

で
あ

り
、
通
常
は
有
給

の
ス
タ

ッ
フ
を
中

心
と
し
て
活

動

が
行

わ
れ

る
。

G
R
S
O
は
、
ま
さ

に
G
R
O

に
よ
る
開
発

へ
の
参
加
を
支

援
す

る

。

国
際

レ
ベ

ル
の
組
織

の
場
合
、

国

際

G
R
S
O
と
な

る
が
、
単

に
国
際
N
G
O

(I
N
G
O
)
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

多

い
。
G
R
S
O
は
、

そ
の
組
織
構
造

に
よ

っ
て
更
に
四

つ
に
区
別
で
き
る
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織

、

政
府
系
非
政
府
組
織

G
O
N
G
O
)
、

公
共

サ
ー
ビ
ス
契
約
組
織

、

カ
ウ
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図1

ン
タ
ー
パ
ー
ト
G

R
S
O
で

あ

る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

は
、

一
般
的
な
N
G

O
の
イ

メ
ー
ジ

に
最
も
近

い
と
思
わ

れ

る
が
、
市
民

に
よ
る

「
人

類
益
」
ま
た

は
社
会
的
使
命

の
追
及
を
行
動
原
理
と
し

て

い
る

。
　
こ

れ

に
対
し

て
、
政
府
系
非
政

府
組
織

は
、
政
府

の
主
導

に

よ

っ
て
設
立
さ
れ
た

N
G
O

で
あ

る

。

公
共

サ
ー
ビ
ス
契
約
組
織

は
、

市
民

の
主
導

に
よ

る
N
G
O

だ

が
、

そ
の

一
部

の
運
営
費

は
政

府

組
織

と

の
契

約

に

よ

っ

て

賄

わ

れ

て

い

る

。

最

後

に
、

カ

ウ

ン
タ

ー

パ

ー

ト

G

R
S

O

は
、

I

N

G

O
が

途

上

国

に

お

け

る

パ

ー

ト

ナ

ー
と

し

て

設

立

し

た

も

の

で

あ

る

〔図

1
参
照
〕

以
上

の
類
型

に
従

っ
て
、
本
稿

に
お
け
る
事
例
を
当

て
は
め

て
み
よ
う
。

ア

ク
シ
オ

ン
は
、
米
国

に
拠
点
を
置
く
、
国
際
G
R
S
O
ま
た
は
I
N
G
O
で
あ

る
。
当
初
、

ボ

ラ
ン
テ

ィ
ァ
組
織
と
し

て
設
立
さ
れ
た
が
、
現
在

で
は

一
部

に

お

い
て
米
国

国
際
開
発
庁

と
の
契
約

に
よ

っ
て
政
府
開
発
援
助

の

一
端
を
担
う

公
共
サ
ー
ビ

ス
契
約
組
織

で
も
あ

る
。
従

っ
て
、

ア
ク

シ
オ

ン
内
部

の
組
織
文

化
は
途
上
国

の
貧

困
問
題

に
取

り
組
む
と

い
う
文
化
的
価
値
を
基
盤

と
し

て
い

る
が
、
米
国

国
際
開
発
庁

と
い

っ
た
他

の
国
際
開
発
組
織
か
ら
活
動
資
金
を
受

け
取
る

こ
と
に
よ
る
資
源
依
存
関
係

の
た
め
、
政
治
的
パ

ワ
ー
に
左
右

さ
れ

る

可
能
性
も
あ
る
。

ア
ク

シ
オ

ン
は
、

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
に
お
け
る
活
動
を
進
め
る
た
め
に
、

カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
G
R
S
O
と
し
て
零
細
企
業
育
成
財
団

の

設
立
を
主
導

し
た
。

P
R
O
D
E
M
は
、
低
所
得
者
が
携
わ
る
零
細
企
業

に
小

口
融
資
を
供
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
実
際

に
は
、
担
保
を
取
ら
ず

に
貸

し
付
け
る
た
め
、
低
所
得
者

か
ら
構
成
さ
れ
る
グ

ル
ー
プ
を
融
資
対
象

に
し

て

い
る
。

こ
の
低
所
得
者

か
ら
構
成

さ
れ
る
グ

ル
ー
プ
は
、

「
連
帯

グ

ル
ー
プ
」

と
呼
ば
れ
、
相

互
扶
助

を
基
盤
と
し
た
G
R
O

に
相
当
す
る
。

二
　

ボ

リ

ヴ

ィ
ア

に
お

け

る

金

融

シ

ス

テ
ム

の
改

革

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
で
は
、
構
造
調
整
プ

ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た

一
九
八
五
年
以

降
、
労
働
市
場

の
構
造

が
大
き
く
変
動
し
た
。
正
規

の
雇
用
が
大
幅

に
減
少
し

た
た
め
、
低
所
得
者

は
生
存

の
た
め

に
み
ず
か
ら
事
業
を
起
さ
ざ
る
を
得
な
く
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な

っ
た
。

そ

の
結
果
、

未
登
記

の
非
公
式
な
零
細
企
業

(未
登

記

の
自
営
業
者

を
含
む
)
が
数
多

く
出

現
し
た
。
都
市
部

に
お
け
る
全
雇

用
に
占
め

る
非
公
式

な
雇
用

の
割
合

は
、

一
九
八
○
年
代
前
半

の
二
五
%
か
ら

一
九

八
六
年

の
三

一

%

へ
と
増

加

し
、

そ
れ

か

ら
変

動

が
な

い
と

い

う
報

告

も

あ

る

。
ま
た
、
別

の
推
定

に
よ
れ
ば
、
経
済
活
動
人
口
の
う
ち
、

都
市
部

で
は
六
〇

%
、
村
落
部

で
は
九
〇
%
が
非
公
式
セ
ク
タ
ー
で
零
細
企
業

に
従
事

し
て
い
る
と
い
う

。

こ
れ
ら
の
零
細
企
業

は
融
資
を
受
け

る
機
会
が
制
約

さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が

貧
困
脱
出

の
た
め

に
必
要
な
所
得
向
上
を
阻
害
す
る
要

因
の

一
つ
だ
と

さ
れ

て

い
る
。

こ
う
い

っ
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

一
九
八
○
年
代

に
は
、
零
細
企

業

の
振
興

が
政
策
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
実
際

に
多
く

の
G
R
S
O
が
融
資
、
訓
練
、

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
支
援
を
行
う

よ
う
に
な

っ
た

。

P

R
O
D

E
M
は
、

零
細
企
業

に
小

口
の
融
資
を
行

う

G
R
S
O
と
し

て
、

ア
ク

シ
オ

ン
と
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
ビ
ジ
ネ

ス
界

の
有
力
者

た

ち

に
よ

っ
て

一
九
八
六

年

に
設

立

さ
れ
た
。
P
R
O
D
E
M
以
外

に
も
、

F
I
E

、

プ

ロ

・
ク

レ
デ

ィ
ト

と

い

っ
た
G
R
S
O
が
、

小

口
融
資

の
供
与
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た

。

こ
れ
ら

の
G
R
S
O
に
よ
る
小

口
融

資
は
、
金
融
機
関

ヘ
ア
ク
セ
ス
を
持
た

な

い
零
細
企
業

へ
限
ら
れ
た
金
融

サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す

る
代
替
手
段
と
し

て
注

目
を
浴
び

て
い
る
。
し
か
し
、
非
金
融
機

関
と
し
て
の
制
約
も
多

い
。
ま
ず
、

法
律
上
、
非
金
融
機

関
で
あ
る
G
R
S
O
は
貯
蓄

の
機
能
を
認
め
ら
れ

て
い
な

い
。
安
全

に
イ

ン
フ
レ
防
衛

で
き

て
必
要
な
と
き

に
払

い
戻
し
が

で
き
る
貯
蓄

を
低
所
得
者

に
提
供

で
き
な

い
点
が
問
題

で
あ

る
。

さ
ら

に
、
融
資
す
る
側
か

ら

み
る
と
、
貯
蓄
を
集
め
る

こ
と
に
よ

っ
て
資
金
を
調
達

で
き
ず
、
融
資

サ
ー

ビ
ス
運
営

の
面

で
不
利

で
あ
る
。
従

っ
て
、
零
細
企
業

に
金
融

サ
ー
ビ

ス
を
提

供

で
き

る
正
式
な
金
融
機
関
を
育
成
す

る
た
め
、
ボ

リ
ヴ

ィ
ア
の
金
融

シ
ス
テ

ム
の
改
革
が
課
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
の
結
果
、

一
九
九
〇
年
代

に
は
、
零
細
企
業

に
と

っ
て
大
き
な
出
来
事

が

二

つ
起

こ

っ
た
。
第

一
に
、

ア
ク
シ
オ
ン
の
主
導

に
よ
り
P
R
O
D
E
M
を
銀

行

へ
転
換
す
る

こ
と
が
進
め
ら
れ
、

一
九
九
二
年

に
は
低
所
得
者
か
ら
構
成

さ

れ
る

「
連
帯
グ

ル
ー
プ
」

へ
無
担
保
貸
付
す
る
民
間
商
業
銀
行
、

ソ
リ
ダ
リ
オ

銀
行

(連
帯
銀
行
)
が
世
界

で
初

め
て
登
場
し
た
。
P
R
O
D
E
M

の
お
よ
そ
五

〇
〇
万

ド
ル
の
資
産

の
う
ち
約

二
五
〇
万

ド
ル
相
当

の
貸
出
金
融
資
産
が
新

し

く
設
立
さ
れ
る

ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行

に
譲
渡
さ
れ
、
そ

の
代
り

に
P
R
O
D
E
M

は
同
額

の
銀
行
株
式
を
取
得
す

る
こ
と

に
な

っ
た
。
そ

の
結
果
、
当
初
P
R
O

D
E
M
は
新
し

い
銀
行

の
約

四
四
%
の
株
式
を
保
有
し
た

こ
と

に
な
り
、
N
G

O
が
銀
行

の
大
株
主
と
い
う
状
況

が
生
ま
れ
た
。
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
投
資
家

は
株

式
全
体

の
四
分

の

一
未
満

を
保
有
す

る
に
止
ま
り
、
残
り
は
国
際
G
R
S
O
や

開
発
援
助
機
関
に
よ
る
投
資

に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
る

こ
と

に
な

っ
た
。

こ
れ
ら

の
出
資

に
よ
り
、
銀
行
設
立

の
要
件

の

一
つ
で
あ
る
払
込
み
資
本
三
二
〇
万

ド

ル
の
障
壁
を
乗

り
越

え
る
こ
と

が
で
き
た

。

第
二
に
、

こ
う
し
た
零
細
企
業
金
融

へ
の
関
心

の
高
ま
り
を
受

け
て
、

一
九

九
五
年

に
は
大
統
領
令

に
よ

っ
て
金
融

シ
ス
テ
ム
の
改
革

が
行
わ
れ
、
低
所
得

者

へ
の
金
融

サ
ー
ビ

ス
提
供
を
目
的
と
し
た
新
し
い
形
態

の
金
融
機
関

で
あ

る
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民
間
金
融
基
金
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
零
細
企
業
を
顧
客
と
す

る
ソ

リ
ダ
リ
オ
銀
行

の
設
立

は
多

く
の
注
目

を
集

め
、

P
R
O
D
E
M
か
ら

ソ
リ
ダ

リ
オ
銀
行

へ
と

い
う

「
N
G
O
か
ら
銀
行

へ
」

の
転
換

が

一
つ
の
モ
デ
ル
と
し

て
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、

G
R
S
O
に
と

っ
て
、
銀
行
設
立

に
必
要

と
さ
れ
る
払
込
み
資
本

三
二
〇
万

ド
ル
を
調
達
す

る
の
は
容
易

で
な

い
。

そ
こ

で
、
金

融
機

関
に
転
換
す

る
際

の
敷
居
を
低
く
す

る
た
め

の
交
渉
が
展
開
さ
れ

た
。

こ
の
結
果
、

一
九
九
五
年
五
月

の
大
統
領
令

二
四
〇
〇
〇
号

に
よ

っ
て
、

零
細
企

業

へ
の
金
融

サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
的
と
し
た
新
し

い
形
態

の
金
融
機

関
、
民
間
金
融
基
金
が
新
設
さ
れ
た

。

民
間

金
融
基

金

の
設

立
に
必
要

と
さ
れ

る
払
込

み
資
本

は
百
万

ド
ル
で
あ
り
、

こ
の

新

し
い
制
度

に
よ

っ
て
G
R
S
O
が
金
融
機
関

へ
移
行
し
や
す
く
な

っ
た
。

三
　

ア
ク

シ

オ

ン

の
ボ

リ
ヴ

ィ

ア

に
お

け

る

活

動

:
内

部

組

織

と

そ

の
他

の
組

織

と

の
関

係

こ
う
い

っ
た
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
に
お
け

る
金
融

シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
推

進
し
た
組

織

の

一
つ
が
米
国

の
ア
ク
シ
オ

ン
で
あ

っ
た
。

ア
ク
シ
オ

ン
の
活
動

は
、

一
九

六

一
年

に
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の
学
生
を
ヴ

ェ
ネ
ズ

エ
ラ
の
ス
ラ
ム
へ
派
遣

し
た
こ

と
か
ら
始

ま
る
。
当
初

は
ス
ラ
ム
に
お
け
る

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
進
め

て
い

た
が
、

一
九
七

三
年
か
ら

ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国

の
ス
ラ
ム
住
人

の
所
得
向

上

を
目
指

し
た
零
細
企
業
育
成
を
試
み
る
よ
う

に
な

っ
て
い

っ
た
。

一
九
七
八

年
頃

に
は
、
低
所
得
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
グ

ル
ー
プ
を
対
象

に
無
担
保

で
小

口

融

資

す

る

方

法

を
、
「
連

帯

グ

ル

ー

プ
」
貸

付

と

し

て
確

立

し

て

い

た

。

(1)
　

ア
ク
シ
オ

ン
の
組
織
内
部
に
お
け
る
行
動
原
理

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
組
織
と
し

て
設
立

さ
れ
た

ア
ク
シ
オ
ン
は
、
最
貧
困
者

の
自

助
努
力
を
支
援

す
る
と
い
う
社
会
的
使
命
を

そ
の
基
本
的
な
行
動
原
理
と
し

て

き
た
。

こ
の
文

化
的
価
値

に
共
鳴

す
る
者

か
ら
自
発
的

に
構
成

さ
れ

て
お
り
、

そ

の
意
思
決
定

は
常

に
社
会
的
使
命

に
照
ら
し

て
行
わ
れ

る
。

そ

の
反
面
、
組
織

の
成
長

に
伴

い
、
本
部

に
加
え

て
米
国
内

に
二
支
部
と

コ

ロ
ン
ビ

ア
に
事
務
所
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た

ほ
か
、
高

い
専
門
性
を
持

つ
有
給

専
従
職
員
を
多

く
抱

え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
国
際
協

力
と
い
う

文
化
的
価
値

が
行
動
原

理
の
中
核

に
あ

る
も

の
の
、
多
く

の
有
給
専
従
職
員

の

存
在

に
よ

っ
て
、
組
織
自
体

の
運
営
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

っ
た

組
織

の
生
物
学
的
生
存
と

い
う
行
動
原
理
が
働
く
場

合
も
あ
り
得

る
。

し
か
し
、

市
民
か
ら

の
寄
付
を
含
め

て
活
動
資
金
が
豊
富

な
先
進
国

の
N
G
O
の
場
合
、

組
織

そ
の
も

の
の
存
続
が
脅
か
さ
れ
る

こ
と
は
比
較
的
少

な
く
、
持
続
性
が
高

い
と
も

い
え
る
。
ち
な
み

に
、

ア
ク

シ
オ

ン
の
活
動
総
資
金

は
、

一
九
九

四
年

の
時
点

で
四
二
〇
万

ド
ル
に
も
達
し
た
。

従

っ
て
、
ミ

ク

ロ

・
レ
ベ
ル
で
あ
る

ア
ク
シ
オ

ン
の
組
織
内
部
を

み
る
と
、

組
織

の
生
物
学
的
生
存
と

い
う
消
極
的

な
行
動
原
理

が
働
く
可
能
性
が
全
く
な

い
訳

で
は
な

い
が
、
基
本
的

に
は
最
貧
困
者

の
自
助
努
力
を
支
援
す

る
と

い
う

文
化
的

価
値

が
大
き

く
支
配

し

て
い
る
。
本
稿

の
事
例

に
限

っ
て
も
、

ラ
テ

ン

・
ア
メ
リ
カ

で

一
人
当
り
国
民
総
生
産

が
最
も
低

い
ボ

リ
ヴ

ィ
ア
を
対
象
と

し
、
低
所
得
者

が
生
存

の
た
め
に
行

っ
て
い
る
現
金
収
入

の
機
会
を
拡
大
す
る

た
め

に
金
融

シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
目
指
す
と

い
う
点

で
、
文
化
的
価
値
が
行
動

原
理
と
し
て
強

く
働

い
て
い
る
。
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(2)
　
ボ

リ
ヴ

ィ
ア
の
銀
行
家

と
の
同
盟

関
係
形
成

と
カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

G
R
S
O
の
設
立

組
織
相
互
間
を
対
象

と
す

る
中
間

レ
ベ
ル
で
は
、

ア
ク

シ
オ

ン
の
三

つ
の
組

織
関
係
を
分
析
す
る
。

つ
ま
り
、
P

R
O
D
E
M
と

の
関
係
、
米
国
国
際
開
発

庁
と

の
長
期
的
な
関
係
、

そ
し

て
ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行
設
立

に
あ
た

っ
て
資
金
協

力
を
受
け
た
国
際
開
発
組
織
と

の
関
係

で
あ
る
。

第

一
に
、
P
R
O
D
E
M
と

の
関
係

で
あ
る
。

ア
ク

シ
オ

ン
は
、

ボ
リ
ヴ

ィ

ア
の
低
所

得
者

の
金

融

サ
ー
ビ

ス
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
改

善
す

る
た
め
、
ボ

リ

ヴ

ィ
ア
国

内

に
お

け
る
協
力
者
を
模

索
し

た
。

ア
ク

シ
オ

ン
が
カ

ウ

ン
タ

ー

パ
ー
ト
G
R
S
O
を

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
に
設
立
す
る
た
め
に
活
動
を
開
始
し
た

の
は

一
九

八
四
年

で
あ
り
、

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
銀

行
家
等

の
協
力
を
得

て

一
九
八
六
年

に
P
R
O
D
E
M
が
誕
生
し
た
。
設
立
時

の
個
人
出
資
家

に
は
、

ボ
リ
ヴ

ィ
ア

で
四
番
目

の
規
模

の
イ
ポ

テ
カ

リ
オ

・
ナ
シ

ョ
ナ

ル
銀
行

の
大

株
主

で
あ
る

フ

ェ
ル
ナ

ン
ド

・
ロ
メ

ロ

・
モ
レ
ノ
、
八
番
目
の
興
行
銀
行

の
会
長

で
あ

る
ウ

レ
オ

・
レ
オ

ン

・
プ
ラ
ド
、
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
最
大

の
民
間
鉱
業
会
社

C
O
M
S
U

R
の
大
株
主

で
あ

る
ゴ

ン
ザ

ロ
・
サ

ン
チ

ェ
ス

・
デ

・
ロ
サ
ダ
が
含
ま
れ

て
い

た
。ア
ク
シ
オ

ン
側
が
貧
困
問
題

の
解
決

を
目
指

し
た
の
に
対
し

て
、
ボ
リ
ヴ

ィ

ア
の
銀
行
家

等
は
、
あ
く
ま

で
将

来

の
ビ
ジ
ネ

ス
機
会

拡
大

に

つ
な
が

る

ノ

ウ

・
ハ
ウ
の
蓄
積
を
期
待
し

て
い
た
。

つ
ま
り
、
社
会
的
使
命
と

い
う
文
化
的

価
値

と
、
利
潤
追
及
と

い
う
経
済
的
合

理
性

が
衝
突
す

る
可
能
性
を
秘
め

て
い

た
。
し
か
し
、
実
際

に
は
、
両
者

の
思
惑

は
基
本
的

に
両
立

で
き
る
と
認
識
さ

れ

て
い
た
。

つ
ま
り
、
低
所
得
者

が
携

わ
る
零
細
企
業

へ
の
小

口
融
資
供
与

に

よ

っ
て
、

ア
ク
シ
オ

ン
は
貧
困
層

の
所
得

を
向
上

で
き

る
と
考
え
た

の
に
対
し

て
、
銀
行
家
等
は
新
し

い
顧
客
層
を
開
拓

で
き

る
と
期
待
し
た
。
し
た
が

っ
て
、

異
な

る
行
動
原
理

に
支
配
さ
れ
な
が
ら
も
、

ア
ク
シ
オ
ン
と

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
銀

行
家
等
は
小

口
融
資

の
発
展

に
向
け

て
同
盟
関
係
を
形
成
す

る
こ
と
が

で
き
た
。

P
R
O
D
E
M

の
設
立
資
金
は
、
他

の
組
織
か
ら
も
募
ら
れ
た
。
構
造
調
整

に
伴
う
社
会
福
祉

削
減
に
よ
る
悪
影
響
を
軽
減
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ボ
リ

ヴ

ィ
ア
政
府

の
社

会
損
失

準
備
基
金

、

米
国
国
際
開
発
庁

、
カ
ナ
ダ

の
G
R
S
O
で
あ

る
カ

ル
ミ
ー
ド
ゥ
が
設
立
資
金

を
払

い
込
ん
だ
。

そ

の
結

果
、

一
九
九
〇
年

に
は
、
零
細
企
業

へ
の
融
資

の
た

め

に
用

い
ら
れ
る
資
本
金

が
借
入

れ
分
も
含
め

て
四
〇
〇
万
ド

ル
に
達
し
た
ほ

か
、
組
織

運
営

な
ど

の
費

用

の
た
め
の
資
金
と
し

て
二

一
〇
万

ド
ル
が
保
有

さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た

。

当
然
な
が
ら
、

設
立
資
金

を
払

い
込

ん
だ

こ
れ
ら

の
組
織

の
意
向
は
重
要

で

あ

っ
た
が
、
P
R
O
D
E
M

の
運
営

方
針

は
基
本
的

に
ア
ク

シ
オ

ン
と

ボ
リ

ヴ

ィ
ア
の
銀
行
家
等

の
主
導

に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
両
者

の
こ
の

分
野
に
お
け
る
専
門
性
と
経
験

の
蓄
積
を
反
映
し

て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

つ

ま
り
、

ア
ク

シ
オ

ン
は

「連
帯
グ

ル
ー
プ
」
貸
付

に
よ
る
小

口
融
資

の
先
駆
者

で
あ
り
、
既

に
他

の
ラ
テ

ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国

に
お

い
て
実
績

を
積

ん
で
い
た
。

そ
し

て
、

こ
の
零
細
企
業

へ
の
小

口
融
資

の
方
法
論
を
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
に
適
応

さ

せ
る
た
め
に
は
、

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
銀
行
家
等

の
協
力
が
不
可
欠

で
あ

っ
た
。

さ

ら
に
、

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
銀
行
家

は
非
営
利
組
織

で
あ
る
P
R
O
D
E
M
の
運
営

に
あ
ま
り
熱
心

で
な
か

っ
た
た
め
、

ア
ク
シ
オ

ン
は
中

心
的

な
役

割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き

た
。

こ
の
点

で
、

P
R
O
D
E
M
は
、

ア
ク

シ
オ

ン
の

「連
帯
グ
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ル
ー
プ
」
貸
付

を
ボ

リ
ヴ

ィ
ア
に
根
付

か

せ
る
た
め

の
カ
ウ

ン
タ
ー
パ

ー
ト

G
R
S
O
と
し

て
位

置
付

け
ら
れ

る
。

結
論

と
し

て
、

P
R
O
D
E
M
の
活
動

は
、

そ
の
資
源
依

存
関
係

に
よ

っ
て

設
立
資
金

を
払

い
込
ん
だ
組
織

の
政
治
的

パ
ワ
ー
に
左
右
さ
れ
る
立
場

に
あ

っ

た
が
、
実
際

に
は
、
高

い
専
門
性
、
豊
富
な
経
験
、
そ
し

て
非
営
利
活
動

へ
の

情
熱
を
兼

ね
備

え
た

ア
ク
シ
オ
ン
の
文
化
的
価
値
か
ら
大
き
く
影
響
を
受

け
た

た
め
、

ア
ク

シ
オ

ン
の
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
に
お
け
る

エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す

こ
と
に
な

っ
た
。

(3)
　
米

国
国
際

開
発
庁

の
枠
組
み

"
民
間
部
門
開
発

第

二
に
、

ア
ク

シ
オ

ン
の
米
国
国
際
開
発
庁
と

の
関
係
で
あ
る
。

ア
ク
シ
オ

ン
の
活
動

の

一
部

は
、
米
国
国
際
開
発
庁
と

の
契
約

に
基
づ

い
て
実
施

さ
れ

て

い
る
。

つ
ま
り
、
政
府
開
発
援
助

の

一
端
を
担

っ
て
お
り
、

公
共

サ
ー
ビ
ス
契

約
組
織

と
い
う
側
面
も
あ

る
。

こ
の
活
動
資
金
を
め
ぐ
る
資
源
依
存
関
係

の
た

め
、

米
国
国
際
開
発
庁

の
政
治
的

パ
ワ
ー

に
よ

っ
て
ア
ク

シ
オ

ン
の
活
動
内
容

が
左
右
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
え
る
。
以
下

で
は
、

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
に
限
定
し

て
、
米
国
国
際
開
発
庁
が

ア
ク

シ
オ

ン
の
活
動
内
容

に

影
響
を
及
ぼ
し

た
か
ど
う
か
を
み
る
。

前
記

の
と

お
り
、

ア
ク
シ
オ

ン
が
カ

ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
G
R
S
O
設
立

の
た

め

に
活
動
を
始
め

た
の
は

一
九
八
四
年

で
あ
り
、
既
に

一
九
八
六
年

に
は
P

R

O
D
E
M
が
誕
生
し

て
い
た
。
P
R
O
D
E
M

の
設
立
時
点

で
は
、
ま
だ
零
細

企
業
を
対
象
と
し

た
小

口
融
資
支
援

の
枠
組
み
は

で
き
て
い
な
か

っ
た
た
め
、

米
国
国
際
開
発
庁

は
、
資
本
金
を
払

い
込
ん
だ
も

の
の
、
主
導
権
を
発
揮

で
き

た
形
跡

は
な

い
。
む
し

ろ
、

ア
ク

シ
オ

ン
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
案

に
米
国
国
際
開

発
庁
が
賛
同
し
た
と
考
え
た

ほ
う
が
自
然

で
あ
る
。

一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
始
ま
る
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
政
府

の

「
零
細

・
小
企
業
開

発

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
米
国
国
際
開
発
庁

の
支
援

を
受

け

て
打

ち
出

さ
れ
た

と

い
う
経
緯
が
あ
る
。

こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
三

つ
の
組
織
を

強
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し

て

一
九
八
九
年

か
ら

一
九
九

三
年

に
か
け
て
実
施

さ
れ
た
が
、

そ
の
対
象

と
な

っ
た
組
織

の

一
つ
が
P
R
O
D
E
M

で
あ

っ
た

。

こ
の
点
か
ら
み

る
と
、

P
R
O
D

E
M
を
支
援
す
る

ア
ク

シ
オ

ン
は
、
米

国
国
際
開
発
庁

の
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
に
お
け

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
手
助
け
し
た
と
解
釈
す

る
こ
と
も
不
可
能

で
は
な

い
。
し

か
し
、
実
際

に
は
、

ア
ク

シ
オ

ン
側

が
、

一
九
八
六
年
か
ら

の
P
R
O
D
E
M

の
実
績
を
交
渉
材
料

と
し

て
、
米
国
国
際
開
発
庁
か
ら
継
続
的
な
資
金
協
力
を

引
き
出
す

こ
と

に
成
功
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

た
だ
し
、
長
期
的

な
観
点

か
ら
み
た
場
合
、
米
国
国
際
開
発
庁

の
影
響
力
が

全
く
な

い
訳

で
は
な
い
。
米
国
国
際
開
発
庁

の
こ
の
分
野

へ
の
支
援

は
、
民
間

部
門
開
発
室
に
よ

っ
て
行

わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

ア
ク
シ
オ
ン
は
零
細
企
業

支
援
を
貧
困
問
題
解
決

の
手
段

と
し
て
進
め

て
き
た
が
、
米
国
国
際
開
発
庁
は

民
間
部
門
開
発

の

一
部
と
し

て
位
置
付
け

て
い
る
。
従

っ
て
、
米
国
国
際

開
発

庁
か
ら
資
金
協
力
を
取

り
付

け
る
上

で
、

ア
ク
シ
オ

ン
は
米
国
国
際
開
発
庁

の

民
間
部
門
開
発
戦
略

の
枠
組

み
の
中

で
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
小

口
金
融

へ
取
り
組

む

必
要
が
出

て
く
る
。
具
体
的

に
は
、
貧
困
緩
和
か
ら
民
間
部
門
強
化

へ
、

さ
ら

に
公
平
性

か
ら
効
率
性

へ
と
、
重
点
を
移
し

て
き

て
い
る
。

結
論
と
し
て
、

ア
ク
シ
オ

ン
は
、
短
期
的

に
は
P
R
O
D
E
M

の
運
営

に
お

い

て
比
較
的
高

い
自
律
性
を
保

っ
て
い
る
が
、
長
期
的

に
は
米
国
国
際
開
発
庁
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と

の
資
源
依
存
関
係

に
よ
り
、
そ
の
運
営
方
針

を
調
整

せ
ざ

る
を
得
な

い
立
場

に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行

の
設
立

は
、

そ
の
運
営

方
針
調
整
が
具
体
化
さ
れ
た
現
象

だ
と
捉

え
る
こ
と
が
で
き

る
。

(4)
　

ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行

設
立

へ
向
け

て
の
国
際
開
発
組
織
か
ら

の
支
援

第
三

に
、

ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行

の
設
立

に
資
金
協
力
し

た
国
際
開
発
組
織
と

の

関
係

で
あ
る
。

ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行

の
設
立

は
、

P
R
O
D
E
M
の
小

口
融
資
プ

ロ
グ

ラ
ム
の
限
界
を
克

服
す

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
進
め
ら
れ
た
。
P
R
O
D

E
M
は
非

金
融
機

関
と
し
て
制
約
を
受
け

た
た
め
、

そ
の
小

口
融
資
プ

ロ
グ

ラ

ム
は
効
率
性
を
欠
い
た
。

ま
ず
、
法
律
上
、
非
金
融
機
関

は
貯
蓄

の
機
能

を
認

め
ら
れ

て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
貯
蓄
機
能

の
欠
如

に
よ
り
、
融
資

サ
ー
ビ

ス
運

営

の
た
め

の
資
金

調
達

に
お

い
て
不
利

で
あ
る
。
従

っ
て
、
小
口
融
資

だ
け
で

な
く
小

口
貯
蓄

を
含

め
た
小

口
金
融
プ

ロ
グ

ラ
ム
の
実
現

の
た
め

に
、

ソ
リ
ダ

リ
オ
銀
行

設
立

が
準
備

さ
れ
た
。

ソ
リ
ダ

リ
オ
銀
行

の
設
立

に
資
金
協
力
を
約

束
し
た
の
は
、

ア
ク
シ
オ
ン
、
カ

ル
ミ
ー
ド
ゥ
、
米
国
国
際
開
発
庁

の
ほ
か
、

米
州
投
資

公
社
、

ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
財
団
、

ス
イ

ス
と

フ
ラ
ン
ス
の
G
R
S
O

で
あ

っ
た
。

ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行
を
設
立
す
る
上

で
、

い
く

つ
か

の
障
壁

が
あ

っ
た
。

そ
し

て
、
そ
の
障
壁
を
取
り
除
く
た
め

に
は
、
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
政
府

の
銀
行

・
金
融
機

関
監
督
局
を
説
得
す

る
必
要
が
あ

っ
た
。
ま
ず
第

一
に
、
出
資
機
関

に
国
際
組

織

や
外
国

の
援
助
機
関
お
よ
び
G
R
S
O
が
含
ま
れ

て
い
た
た
め
、

一
九

二
八

年

の
銀
行
法
を

そ
の
ま
ま
適
用

で
き
な
か

っ
た
。
従

っ
て
、
柔
軟

に
法
解
釈
を

す
る
た
め

に
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
政
府

内

で
合
意
形
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

第

二
に
、
担
保

の
代
り

に

「連
帯
グ

ル
ー
プ
」

を
使

っ
て
零
細
企
業

に
融
資
す

る
と

い
う
、

こ
れ
ま
で
考

え
ら
れ
な
か

っ
た
銀
行

の
設
立
を
銀
行

・
金
融
機
関

監
督
局

に
認
め
て
も
ら
う
必
要

が
あ

っ
た

。

こ
れ
ら
の
障
壁
を
乗
り
越

え
る
上

で
、
外
国

の
民
間
組
織

で
あ
る

ア
ク

シ
オ

ン
に
よ
る
政
策
提
言
だ
け

で
は
力
不
足

で
あ

っ
た
が
、
既

に
P
R
O
D
E
M

の

運
営
に
実
績

が
あ

っ
た
ア
ク
シ
オ
ン
は
、
米
国
国
際
開
発
庁

の
ほ
か
米
州
開
発

銀

行
な
ど
の
国
際
開
発
組
織
か
ら
支
援
を
受
け
る

こ
と
が

で
き
た
。
国
際
開
発

組
織

が
金
融
市
場
規
制
緩
和

へ
の
圧
力
を
か
け
た
結
果
、
よ
う
や
く

一
九
九

二

年

二
月

に
正
式
な
認
可
が
下
り
た
。
従

っ
て
、
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
国
内

に
お
け
る
銀

行
家
等

と
の
同
盟
関
係
を
基
軸
と
し
、
国
外
か
ら
開
発

援
助
機

関

の
支

援
を
取

り
付

け
る
こ
と

に
よ
り
、

ア
ク
シ
オ

ン
は

ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行

の
設
立

に
成
功

し

た
の
で
あ

る
。

更

に
、

こ
れ

は
ア
ク
シ
オ

ン
が
主
導
し
た
訳

で
は
な
い
が
、

一
九
九

五
年

五

月

の
民
間
金
融
基
金

の
新
設
は
、
そ

の
波
及
効

果
だ
と
い
え
る
。

G
R
S
O
が

金
融
機
関

に
転
換
す
る
際

の
敷
居
を
低
く
す
る
た
め
の
交
渉

の
結

果
と
し
て
成

立
し
た
が
、
そ

の
実
現

の
た
め
に
は
P
R
O
D
E
M
の
小

口
融
資

プ

ロ
グ
ラ
ム

の
実
績
と
、

「
N
G
O
か
ら
銀
行

へ
」

と
い
う

ソ
リ
ダ

リ
オ
銀
行

の
教

訓
が
説

得
材
料
と
し

て
用

い
ら
れ
た

。

こ
れ
ら
の

金
融

シ
ス
テ
ム
改
革

に
よ

っ
て
、
低
所
得
者

に
よ
る
零
細
企
業

へ
金
融

サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
組
織

の
金
融
市
場

へ
の
参
入

が
比
較
的

に
容
易

と
な

っ
た
。

四
　

ボ

リ

ヴ

ィ
ア

国

内

の
政

策

環
境

最
後

に
、
組
織

の
お
か
れ
た
環
境
を
対
象
と
し
た

マ
ク

ロ

・
レ
ベ
ル
を
分
析

す
る
。

ア
ク

シ
オ

ン
が
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
金
融

シ
ス
テ
ム
改
革

へ
貢
献
す

る
こ
と
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が
可
能
と
な

っ
た
背
景

と
し
て
、

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
国
内

の
政
策
環
境

に
お
け
る
新

自
由
主
義

の
台
頭

に
注

目
す
る
必
要

が
あ

る

。一
九
六
〇
年
代
と
七

〇
年
代

に
順
調
な
経
済
成
長
を
経
験
し
た
ボ
リ
ヴ

ィ
ア

は
、

一
九
七
八
年
頃

か
ら
の
外
国
商
業
銀
行

に
よ
る
融
資

の
削
減
を
契
機

と
し

て
、

深
刻

な
債
務
危
機

に
陥

っ
た
。

そ
れ

に
伴

い
、

一
九
七
八
年

の
バ

ン
セ
ル

政
権

の
退
陣
後

、
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
は
四
年
間

の
政
治
的
混
乱
を
経
験
し
た
。

一
九

八
二
年

に
は
、

よ
う
や
く
民
政
移
管
が
行
わ
れ
、

シ
ー
レ
ス

・
ス
ワ
ソ
大
統
領

が
誕
生

し
た
。

し
か
し
、
経
済
政
策

の
失
敗

に
よ
る

ハ
イ
パ
ー

・
イ

ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
契
機

と
し
て
重
要
な
支
持
基
盤

で
あ

っ
た
労
働
組
合

と
対
立
し
、

四

年

の
任
期

を
終

え
ず
に
退
陣
し
た
た
め
、

一
九
八
五
年

に
大
統
領
選
挙
が
行
わ

れ
た
。
選
出

さ
れ
た
パ
ス

・
エ
ス
テ
ン
ソ

ロ
大
統
領
は
、

こ
れ
ま
で
の
保
護
主

義
経
済
政
策
を
終
焉

さ
せ
、
経
済
活
動
を
市
場

メ
カ

ニ
ズ

ム
に
任

せ
る
新
自
由

主
義
経
済
政
策
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
イ

ン
フ
レ
ー

シ

ョ
ン
を
抑

え
る
た
め
、

構
造
調
整

プ

ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
た
。

パ

ス

・
エ
ス
テ

ン
ソ

ロ
大
統
領

の

一
連

の
経
済
政
策
は

「新
経
済
政
策
」
と

呼
ば
れ
た

が
、

こ
れ

に
よ

っ
て
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
民
間
部
門

が
政
治
的
勢
力
と
し

て
復
活
し

た

。　

こ
れ
ら

の
政

治
参
加

に
熱
心
な
新
し

い

資
本
家
グ

ル
ー
プ
が
、
新
自
由
主
義

の
台
頭

に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ

の
資
本
家

の
政
治
参
加

に
お

い
て
、
本
稿

で
特

に
重
要
な
人
物

は
、

C
O
M
S

U
R
の
大
株
主
、

サ
ン
チ

ェ
ス

・
デ

・
ロ
サ
ダ
で
あ

る
。

サ
ン
チ

ェ
ス

・
デ

・
ロ
サ
ダ
は
、
米
国

で
教
育
を
受

け
た
後

に
ボ
リ
ヴ

ィ
ア

へ
戻
り
、

一
九
八
○
年

に
は
民
族
革
命
運
動
党

よ
り
国
会
議
員
と
し

て
当

選
し

て
い
た
が
、
資
本
家
グ

ル
ー
プ

の
傘
組
織

で
あ
る
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
民
間
企
業
連
盟

の
擁
護
者
と
し

て
知
ら

れ
て
い
た
。

一
九
八
六
年

に
は
パ

ス

・
エ
ス
テ

ン
ソ

ロ

大
統
領

の
指
名

に
よ
り
企
画
大
臣
と
な
り
、
政
府

に
よ
る
市
場
介
入

の
撤
廃
を

主
張
す

る
ボ

リ
ヴ

ィ
ア
民
間
企
業
連
盟

の
思
想

を
基
盤
と
し

て

一
連

の
新
自
由

主
義
的
な
構
造
調
整
プ

ロ
グ

ラ
ム
を
計
画
し
た
。

一
九
八
六
年

の
P
R
O
D
E

M
設
立

の
際

に
、

サ
ン
チ

ェ
ス

・
デ

・
ロ
サ
ダ

は
、
他

の
銀
行
家

に
混
ざ

っ
て

出
資
し
た
。

一
九
九
三
年

に
大
統
領

に
選
出

さ
れ
た
後

に
は
出
資
金
を
受
け
出

し
た
た
め
直
接

の
関
係
は
な
く
な

っ
た
が
、
継
続
的

に
P
R
O
D
E

M
の
運
営

と

ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行

の
設
立

に
好
意
的

で
あ

っ
た
。

新
自
由
主
義

の
台
頭

の
原
因

を
、
国
際
金
融
機
関
が
債
務
危
機

に
陥

っ
た
ボ

リ
ヴ

ィ
ア

へ
押
し
付

け
た
と
い
う
対
外
的
要
因

に
見

い
出
す
立
場
が
あ
る
。
確

か

に
、
市
場

重
視

を
中
核

と
し

た

「
ワ
シ
ン
ト

ン
の
合

意
」

は
、

金
融
支
援

や
開
発
援
助
を
供
与
す

る
際

の
条
件
と
し

て
、

途
上
国

へ
押
し
付
け
ら
れ
る
傾
向

に
あ
る
。

し
か
し
、
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
場

合
、
同
時
に
、

新
自
由
主
義

の
思
想

を
持

っ
た
資
本
家

が
既

に
政
治
参
加
し

て
お
り
、

「
ワ
シ

ン
ト

ン
の
合
意
」
を
受

け
入

れ
る
国
内
政
策
環
境
が
整

っ
て
い
た
と
も
解
釈

で

き
る
。

従

っ
て
、
金
融
市
場

の
規
制
緩
和

に

つ
な
が
る

ソ
リ
ダ
リ
オ
銀
行

の
設
立

や

民
間
金
融
基
金
制
度

の
新
設
が
容
認

さ
れ
や
す

い
よ
う
な
新
自
由
主
義

の
国
内

政
策

環
境

が
既

に
整

っ
て
い
た
た
め
、

ア
ク
シ
オ

ン
は
、

あ
ま
り
政
治
的
障
壁

に
直
面
す

る
こ
と
な
く
、
ボ

リ
ヴ

ィ
ア
の
金
融

シ
ス
テ
ム
改
革
を
進
め

る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ

る
。
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五
　

先

進

国

G

R

S

O

の
途

上

国

政

府

へ
の
超

国
境

的

な

影
響

力

行

使

:
N

G

O
行

為

主

体

論

の
発

展

へ
向

け

て

米
国

の
G
R
S
O
で
あ

る
ア
ク
シ
オ

ン
は
、
零
細
企
業
を
対
象

と
し
た
小

口

金
融

の
発
展
を

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
に
政
策
提
言
し

て
き
た
が
、

一
九
九

二
年

に
は
低

所
得
者
か
ら
構
成

さ
れ

る

「
連
帯
グ

ル
ー
プ
」

へ
無
担
保
貸
付
す

る
民
間
商
業

銀
行

で
あ

る
ソ
リ
ダ

リ
オ
銀
行

の
設
立
に
成
功

し
た
上

に
、

そ
の
波
及
効
果
と

し

て

一
九
九
五
年

の
低
所
得
者
を
対

象
と
し
た
新

し
い
形
態

の
金
融
機
関

で
あ

る
民
間
金
融
基
金

の
新
設

に
貢
献
し
た
。
本

稿

で
は
、

ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
金
融

シ

ス
テ
ム
の
改
革

に
お

い
て
、

ア
ク

シ
オ

ン
が
ど
の
よ
う
に
影
響
力
を
行
使

で
き

た
か
を
分
析
し
た
。
そ

の
議
論
は
次

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

る
。

第

一
に
、
組
織
内
部

に
お
け
る
意
思
決
定
を
分
析
対
象
と
す

る
ミ
ク

ロ

・
レ

ベ
ル
に
お

い
て
、
G
R
S
O
は
基
本
的

に
文
化
的
価
値

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
し
か
し
、
時

に
は
活
動
資
金
不
足

の
た
め
、
特

に
途
上
国

の
G
R
S
O

の

場
合
、
生
物
学
的
生

存

の
シ
ス
テ
ム
と
し

て
行
動
す

る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿

で

取
り
上

げ
た

ア
ク

シ
オ

ン
の
場
合
、
豊
富
な
活
動
資
金
を
背
景
と
し

て
組
織

の

維
持

を
憂

い
る
必
要

が
な
か

っ
た
た
め
、
文
化
的
価
値
を
行
動
原
理
と
し
な
が

ら
も
組
織
持
続
性

が
高

く
、
社
会
的
使
命

の
達
成

に
専
念

で
き
た
。

第

二
に
、
組
織
相

互
間
を
分
析
対
象
と
す

る
中
間

レ
ベ
ル
で
は
、
G
R
S
O

は
、
他

の
組
織

と
の
経
済
的
関
係

に
お

い
て
、
文
化
的
価
値

に
よ
る

シ
ス
テ
ム

と
し
て
行
動
す

る
こ
と
が
難
し

い
場
合
が
あ
る
。
G
R
S
O

の
活
動
資
金

が
他

の
組
織
か
ら
供
与

さ
れ

る
場
合
、
そ

の
資
源
依
存
関
係

の
た
め
に
自
律
性

を
保

つ
こ
と
が

で
き
ず
、
政
治
的

パ
ワ
ー
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
の

一
部

と
し
て
行
動
す

る
可
能
性
も
あ
る
。
特
に
、

開
発
分

野
の
G
R
S
O
が
開
発
援
助
機
関
や
途
上

国
政
府

の
ア
ジ

ェ
ン
ダ
に
取

り
込
ま
れ
る
危
険
性

に

つ
い
て
は
、
多
く

の
指
摘

が
あ
る

。

し
か
し
、

本
稿

で
取
り
上

げ
た

ア
ク
シ
オ

ン
の
場
合
、
関
連
組
織

か
ら
協
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
も
組
織

の
自
律

性
を
維
持

で
き
た

た
め
、

そ

の
文
化
的

価
値
を
妥
協

す

る
こ
と
が
な

か

っ
た
。
そ
れ
を
可
能

に
し

た
理
由

と
し
て
、
次

の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
G
R
S
O
と
し

て
の
P
R
O
D
E
M

の
存
在

で

あ
る
。
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
銀
行
家
等
と

の
同
盟
形
成
を
基
盤
と
し

て
設
立
さ
れ
た

が
、
P
R
O
D
E
M
は
、
高

い
専
門
性
、
豊
富
な
経
験
、
そ
し

て
非
営
利

活
動

へ
の
情
熱

を
兼
ね
備

え
た
ア
ク
シ
オ

ン
の
文
化
的
価
値
か
ら
大
き
く
影
響

を
受

け
た
た
め
、

ア
ク
シ
オ

ン
の
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
に
お
け
る

エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
と
し
て
機

能
し
た
。

次

に
、
米
国
国
際
開
発
庁
か
ら

の
支
援

の
取
り
付
け

で
あ
る
。

長
期
的

に
は

米

国
国
際
開
発
庁

の
枠
組

み
に
規
定

さ
れ

て
い
る
も

の
の
、
短
期

的

に
み
る
と
、

ア
ク

シ
オ

ン
は
、

P
R
O
D
E
M
等

に
お
け

る
小

口
融
資

の
経
験

を
背
景

と
し

て
、
比
較
的
高

い
自
律
性
を
保
ち
な
が
ら
、
米
国
国
際
開
発
庁
か
ら
協
力
を
引

き
出

す
こ
と
が
で
き

た
。

更

に
、

ソ
リ
ダ

リ
オ
銀
行
設
立

に
お
け

る
国
際
開
発
組
織

か
ら

の
協
力
で
あ

る
。

既
に
P
R
O
D
E
M
の
運
営

で

「
連
帯
グ

ル
ー
プ
」
貸
付

の
実
績

を
蓄
積

し
て
い
た
ア
ク
シ
オ
ン
は
、
国
際
開
発
組
織

に
対
し

て
、
零
細
企

業
を
対
象

と

し
た
小

口
金
融

の
た
め

の
銀
行
設
立

へ
の
協
力
を
要
請
し
、
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
銀

行

・
金
融

機
関
監
督
局

へ
の
働
き
か
け
を
依
頼

で
き
た
。
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第
三

に
、
組
織

の
お
か
れ
た
環
境

を
分
析
対
象

と
す

る

マ
ク

ロ

・
レ
ベ
ル
で

は
、
G
R
S
O
は
、
そ

の
開
発
課
題

を
と
り
ま
く
政
策

環
境

に
よ

っ
て
制
約
を

受
け
る
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
、

ア
ク
シ
オ

ン
が
進
め

る
開
発
課
題

で
あ

る

小
口
金
融

の
発
展

に

つ
い
て
は
、
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
の
政
策

環
境

は
障
壁

と
は
な
ら

な
か

っ
た
。

つ
ま
り
、
資
本

家
の
政
治
参
加
を
背
景
と
し

た
新
自
由
主
義

の
台

頭

の
中

で
、

「
ワ
シ
ン
ト

ン
の
合
意
」

に
即

し
た
零
細
企
業
金
融

の
発
展

へ
向

け

て
の
金
融

シ
ス
テ
ム
改
革

を
受

け
入
れ

や
す

い
政
策
環
境
が

で
き
あ
が

っ
て

い
た
。
最
後

に
、

今
後
、
N
G
O
行
為
主
体
論
を
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め

に
は
、
具

体
的

な
政
策

に
対

す
る
N
G
O
の
影
響
力

の
プ

ロ
セ
ス
に

つ
い
て
、
実
証
研
究

を
蓄
積

し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
事
例
を
通
し

て
、
そ

の
た
め

の

提
案
を
い
く

つ
か
行

っ
た
。

ま
ず
、
多
種
多
様
な

N
G
O
を
類
型
化
し
、
N
G

O
を
指

す
用
語
を
よ
り
精
緻
化
す

る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
G
R
S
O
と
G

R
O
の
区
別
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
、
政
府
系
非
政
府
組
織
、
公
共

サ
ー
ビ

ス
契
約
組
織
、

カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
G
R
S
O

の
区
別
は
有
益
だ
と
思
わ
れ
る
.

次
に
、
N
G
O
を
分
析

す
る
枠
組

み
と
し

て
、

N
G
O

の
組
織
内
部
、
他

の
組

織
と
の
相
互

関
係
、

N
G
O
の
お
か
れ
た
環
境
と

い
う
三

つ
の
レ
ベ
ル
を
提
案

し
た
。
最
後

に
、

N
G
O
の
行
動
を
規
律
す
る
と
考
え
ら
れ
る
複
数

の
原
理
を
、

同
時

に
複
眼
的

に
用
い
て
分
析
し
た
。
国
家
が
政
治
的

パ
ワ
ー
の
み

に
基

づ
い

て
行
動

し
な

い
と
同
様

に
、

N
G
O
も
社
会
的
使
命
と

い
う
文
化
的
価
値

の
み

で
行
動

し
な

い
。
従

っ
て
、
政
治
的

パ
ワ
ー
、
経

済
的

合
理
性
、
生
物
学
的
生

存
、
文
化
的
価
値
と

い
う
四

つ
の
シ
ス
テ
ム
観

を
想
定

し
た
上

で
、

三

つ
の
分

析

レ
ベ
ル
そ
れ
ぞ
れ

に
お

い
て
、
ど

の
原
理
に
よ

っ
て
N
G
O
の
行
動

が
規
律

さ
れ

て
い
る
か
を
実

証
的

に
検
証
す

る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
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government's accountability question. Congress actively approved demo-
cratic assistance fundings to NED, which just passed from NED to individu-

al NGOs. NED Board could not have much control over these policy
implementations, even though it was supposed to be an autonomous deci-

sion making body. The most obvious case was the assistance activity for
Poland, among which more money passed through NED than auton-

omously decided upon. Some other assistance programs followed the simi-

lar procedural pattern. Such pattern gave an impression that NED was

only nominally autonomous, but actually delegated governmental

activities without political accountability.
The end of Cold War and the wider acceptance of democracy at least on

the surface, however, put an end to such negative utility of NED as

QUANGO. QUANGO, in the end, is not a state actor, even though it was
sometimes used as such. NED now faces a new challenge of justifying its

very existance, but this seemingly ironic situation also makes a new oppor-

tunity for NED. Given its freedom from special interests, NED as a civil soci-

ety actor can present that QUANGO is better positioned to autonomously

balance the private interests of NGOs, thus introduces the concept of polit-

ical accountability which is not necessarily enbedded in the civil society

from the beginning. As the question of NGOs' legitimacy increases its impor-

tance, given their active involvement in international activities, what re-

newed mandate of QUANGOs may contribute to the civil society needs

close attention.

Influences of the NGOs in High-Income Countries

on the Governments of Low-Income Countries

through Development Assistance:

A Case Study of the Financial

Systems Reform in Bolivia

KATSUMA Yasushi

This paper analyzes the influence of the U.S. NGO, the ACCION Inter-

national, on the Bolivian government in changing its microenterprise
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finance policy. It explores how ACCION succeeded in establishing an unprec-
edented commercial bank in Bolivia in 1992, that is, Banco Solidario conduct-
ing solidarity group lending method in offering small credit to low-income

people without collateral capacities. Examining the process of ACCION's trans-
national activities, this paper contributes to theories of the behavior of
development NGOs in international relations.

At the micro level where organizational decision-making is analyzed,
ACCION was able to pursue its mission to assist the self-help efforts of the

poor as a grass-roots support organization (GRSO), that is, NGOs assist-
ing grass-roots organizations. Because of its organizational sustainability
brought by the successful fund raising, ACCION could focus its activities

on the obligatory action reflecting its cultural value as a voluntary organiza-
tion.

At the intermediate level where inter-organizational relations are ana-
lyzed, ACCION successfully built a coalition to influence the Bolivian gov-
ernment. First, ACCION established a counterpart GRSO called PRODEM
in Bolivia, receiving funds from Bolivian influential bankers and other devel-
opment organizations. PRODEM provided limited credit service as a non-
financial organization, while seeking to establish a formal financial institu-
tion dedicated to offering full financial services to microenterprises.
Second, within its framework to develop private sector in Bolivia, the
United States Agency for International Development (USAID) supported
the activities of PRODEM and encouraged its initiative to establish Banco
Solidario. Although ACCION was resource dependent on the USAID as a

public service contractor, it was fairly independent from the USAID's politi-
cal power. Third, international development organizations promised their
equity investments in the new bank and pressured the Bolivian govern-
ment to deregulate so that the establishment of Banco Solidario would be al-
lowed. Therefore, ACCION's coalition building was effective in persuading
the Bolivian government to reform its financial systems.

At the macro level where organizational environment is analyzed,
ACCION was fortunate to pursue the establishment of Banco Solidario
during the period when neo-liberalism and the "Washington Consensus"
were increasingly accepted by the Bolivian policy-makers. Because of this
favorable policy environment, ACCION's activities were not resisted by
the Bolivian government.

This case study suggests that, when a GRSO is organizationally sustain-
able, it will be able to focus on its cultural value in order to pursue its
social missions. The successful operation of PRODEM shows that establish-
ing an intermediary counterpart GRSO is an effective tool to channel and
amplify transnational influences to a specific country. Coalition building
with relevant local and international organizations is important for policy
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change, but a GRSO may incur some resource dependence on other organi-

zations that may exercise political power. Lastly, policy environment may

become critical constraint for GRSOs in exerting transnational influences.

North American Free Trade Agreement and

United States Environmental NGOs: Roles of

Environmental NGOs after the Cold War

YOKOTA Masatoshi

As the United Nations Conference on Environment and Development

(UNCED) shows, the roles of environmental non-governmental organiza-
tions (NGOs) in international environmental regime formation have
increased since the end of the Cold War. However, the study of environ-
mental NGOs in international relations has been underdeveloped. Especial-
ly, there is a need to evaluate environmental NGOs' roles in international
environmental regime formation through case studies.
 To understand the roles of environmental NGOs in world politics in the

post-cold war world, this paper deals with the activities of United States
environmental NGOs during the North American Free Trade Agreement

(NAFTA) negotiations. In the NAFTA negotiations, the United States
environmental NGOs opposed NAFTA to avoid its possible environmental
effects. For the first time, then, the linkage between trade and environ-
ment came into sharp focus in the regional trade agreement.
 Based on congrressional hearing documents, this paper examines vari-
ous claims of the US environmental NGOs during the NAFTA negotia-
tions. Special attention is paid to the Sierra Club, the National Wildlife
Federation, Friends of the Earth, the Natural Resources Defend Council,
the Environmental Defence Fund, and the World Wildwife Federation. In
additon to the US environmental NGOs, this paper examines the response
of the US government, especially the United States Trade Representatives

(USTR) and the US Environmental Protection Agency (EPA). The argu-
ment of this paper is proceeded by following five phases.

1) Initial perception and claims of US environmental NGOs
2) The US government's response to the initial claims of the US
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